



















































































































































































































































































































































































































（３）JFS で提供するCan-do には、４９３個のCEFR Can-do と５５２個の JF Can-do がある。CEFR Can-do は
CEFRが提供する汎言語的な記述のCan-do で、抽象性や包括性が高い。JF Can-do は国際交流基金が
独自に作成したCan-do で、日本語のコミュニケーション言語活動を例示したもの（国際交流基金
２０１７：１９）。












（７）JFS では、言語活動を例示するCan-do は CEFRに準じて「受容」「産出」「やりとり」に分類されてお
り、それぞれがより詳しいカテゴリーに分類されている。「読むこと」に関するカテゴリーは、「読むこ
と全般」「手紙やメールを読む」「必要な情報を探し出す」「情報や要点を読み取る」「説明を読む」の
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